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Rictllesse Beaut、

解決、シミ対策の疑間と誤解

誤 解

ク
リ

ニ
ッ
ク
は

点
の
治
療

「多
く
の
方
が

一
点
の
シ
ミ
を
消
し

た
い
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
ま
す
が
、

濃
い
シ
ミ
の
周
り
に
は
薄
い
シ
ミ
や

く
す
み
、
肝
斑
が
あ
り
ま
す
。
先
に

全
体
的
な
メ
ラ
ニ
ン
の
活
性
を
抑
え
、

肌
の
透
明
感
を
上
げ
な
い
と
部
分
照

射
の
効
き
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
濃

い
シ
ミ
を
消
し
た
ら
周
辺
の
色
ム
ラ

が
目
立
つ
こ
と
も
。
低
出
力
の
レ
ー

ザ
ー
や
光
治
療
は
透
明
感
や
明
度
の

ア
ッ
プ
が
得
意
。
半
年
も
続
け
る
と

肌
の
レ
ベ
ル
が
相
当
上
が
り
、
色
ム

ラ
も
目
立
た
な
く
な
り
ま
す
。
点
を

追
い
か
け
る
前
に
面
の
改
善
こ
そ
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
」
（慶
田
朋
子
先
生
）

質がたまって化粧品が浸透しにく

いことも。特にリシェス世代はコ

スメが効かない肌や体になってい

ることを疑って。内側からの抗酸

化ケアや腸ケアを心がけ、コスメ

の効く体作りを」(′絲 ひろ美さん)

疑 問

誤

解

誤 解

シミができたら
レーザーで
取ればいい
「光治療や弱いレーザーで全体的に肌の

トーンを明るくするなどの肌準備をせず、

いきなリシミにレーザーを照射すると、

そこだけ白抜けしたようになり、逆に色

ムラを作ってしまう危険があります。ま

たシミができる部分は細胞がメラニンを

異常に作り続ける状態。細胞ごとリニュ

ーアルしない限り1回 の照射では終わら

ず、将来的に老人性いばに。メラニンの

活性を下げるためにホームケア (内服・

外用)の併用が必須です」(慶田朋子先生)

潜在ジミが出る
誤

解

一本
日

コ
ス
メ
は

医
薬
部
外
品
の
ほ
う
が
効
く

「医
薬
部
外
品
の
美
白
コ
ス
メ
は
、

メ
ラ
ニ
ン
の
生
成
を
抑
え
、
シ
ミ

・

そ
ば
か
す
を
防
ぐ
効
能
を
厚
生
労
働

省
に
認
め
ら
れ
た
美
白
有
効
成
分
が

安
全
基
準
に
則
っ
た

一
定
量
入
っ
て

い
ま
す
。
同
じ
有
効
成
分
で
も
、
高

い
効
果
を
目
指
し
て
規
準
以
上
に
配

合
し
て
い
る
も
の
や
、
効
果
は
高
く

て
も
最
新
の
成
分
が
ゆ
え
に
長
期
の

エ
ビ
デ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
も
の

は
化
粧
品
。
ど
ち
ら
が
効
く
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン

に
入
っ
た
安
心
感
を
重
視
す
る
人
は

医
業
部
外
品
、
先
端
の
サ
イ
エ
ン
ス

に
懸
け
た
い
人
は
化
粧
品
な
ど
、
選

択
は
そ
の
人
数
邑
（小
林
ひ
ろ
美
さ
ん
）

答えていただいたのは

セラクリニック

根岸 圭医師

フォトフェイシャル日本人

向け設定の研究開発に関わ

る=東京女¬医科大学附属成

メ、三■七ンターで講師及び

美否三青` てE診
=を

行う:

美容家

小林ひろ美さん

美・ファインF究■三

実体験を生かした 言

つある美容テクニ :
百て一三からフ

.こ
ま「

1更 7号 きたて モ :

美白コスメは効かない|

「美白コスメは各メーカー、 トッ

プの研究者を投入して開発してい

るもの! しかし体内が酸化 して

いたり、腸内の健康状態が悪かっ

たり体温が低いと巡りが悪く、コ

スメが効きにくい状態。表皮に角

疑 問

タイミじ夕うが矢口りたい
「太陽光を浴びてシミができるまでの紫外

線量は4000MED。 これが示すのは、平均

的な日本人の肌では毎日11分、素肌で太

陽光を浴び続けると20年 でシミが出ると

いうこと。潜在ジミもいつ出てもおかしく

ありません」(慶田朋子先生)「隠れていて

もすでにあることは事実。レーザーにはま

だ反応しないため前倒し治療はできませ

んべ Wカ ットや美白ケア、シミが誂

化するスイッチの一つとなる摩擦を避け

るなど、努力次第で隠れたままでいてくれ

る可能性は充分あります」 (オ賠 圭先生)

銀座 ケイスキンクリニック

慶田朋子院長

日本皮膚科学会認定皮膚科

専門医,肌質改善をふまえ

たシミ治
=や

レーサーと注

′、をモみ合●七t看返.治

F,二 三妻:■
=■

ア`二 iモ三 :

光治療やンーザーにリスクはない?

「今の医学でわかっている限り、

皮膚にも体内にもリスクはありま

せん。しかも光治療の一つフォト

フェイシャルを月に1回、100回続

けている人は、皮膚が薄くなるど

ころか、ふっくらハリのある皮膚

になるといういい結果が出ていま

す。ただ、シミに強くレーザーを

照射した後に起きる炎症後色素沈

着は後に薄くなるもの。そうした

説明ができない医師にかかると、

失敗と思う危険が」(根岸圭先生)
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シミ+複数の
若返りを一台で

ヴィーナスヴェルサ シ

ミ、ハリ・ゆるみ、皮膚

の入れ替えや脱毛など―

台で幅広く治療。日本で

国昨年デビューしまだ数台。

朋 1/卿 y

肝斑に効果的
レブライトSl 肝斑のレー

ザー治療を一般的にしたメド

ライトC6の上位機種で、よ

り高出力で安全に治療できる。

ENI)'11/」 D PA0

最新のゆるみ治療

エンディメッドプロ スキンタイトニ

ガ とリフトアップ4靴しフ雪謝艦

ラジオ波で顔から首までのゆるみを

自然こ改善Э劇書の土台作り1巧酬 。

ChηJ`ィ

UVカメラで診断。
光治療の第一人者がいる「セラクリニック」

研究結果に基づいた独自の肝斑治療に定評のあるク

リニック。UVカ メラを活用 した診断で、難渋 しや

すい複合的なシミを的確に治療していきます。シミ

と肝斑が重なる場合は、内服と外用でメラニンの産

生を抑制した後、根岸先生が開発に携わった光治療

ライムライトやレーザートーニングなどを状態に応じ

て使用 しますcま たライフスタイルも重視しており生

活指導を徹底t太陽と親しむ生活を送 |り つつも、健康

的な肌色でムラのないツヤエという」―ルヘ宣11て

医菫
=と

著者|:二 ,、三■て歩ごダンニ ケて7:

E比こSl
肌色を整えZ

優秀光治療

イープラスSR
整えて透明感を二

にたるみの動 或、

び跡をきれいに

002ESPRI「

脂 漏 性 角 化 症 に

C02エスプリ 水に吸収

される波長の炭酸レーザ

ー。脂漏性角化症やほくろ

などを削|り取るポピュラー

なレーザー。

|

|

1四 色VL4COθ

ゆ るみ 治 療 の王 者

サーマクール CPT 高周波
`

コラーゲンを大量に生成。メ

ずにたるみを改善させ、10年以

ィング機器の王者の座に座るノ

■θγふ Ar⊇ グ
“

大人気の
スマイル ソフトを行

フォトナ SP ノー・ダウンタ

ぼ痛みなしでリフトアップが

新機為 クリニックFで昨年;

ったスマイルリフトもこの機暑

C:j,12ε  θ

ムラなくツヤのある肌へのパートナー

「イデリアスキンクリニック代官山」

千葉真美院長がこだわるのはリシェス世代 |

攻めすぎない王道治療。ていねいな診察で1

いツヤのある肌作りと部分治療、どちらか

方針を決定。前者は、肌のターンオーバーを

ルピーリングとレーザーフェイシャルの組みて

間に1回 を6回行うとムラが目立たなくな|,

ので、メンテナンスに切り替えるのがおすす

シミで来院する人の1害」力可羊発しているのが

性大田母斑様色素斑=Qス イリチアレキサ

レーザーを数
==オ

レて治
=し

ます 母I.=′
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リシェ泄 代のシ洲 策、結論は 色 ム ラの な い 肌 を 竹

圧巻1最新のレーザーが30台前後
常時約 30台の機器を備えるクソニックIF。 ひと

t施術

療の代表機

の機器を紹介

■ 1■:亀

見逃 しやすい肝斑も写す

UVカ メラ。潜在ジミが出て

こないようにするのはホー

ムケアと生活スタイルが鍵。
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東京覆渋谷区代官」
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